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　骨と歯における RANKL と OPG の発現を，















た． 一 方， マクロファージマーカーである
F 4 /80陽性細胞は歯髄組織全体に局在した．その
分布は，野生型と OPG 欠損マウスで同等であっ
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た．さらに，マウスの臼歯に切削による外部刺激
を与えた後の，歯髄における破骨細胞の出現を観
察した．その結果，外部刺激を加えても，野生型
および OPG 欠損マウスの歯髄に破骨細胞は認め
られなかった．
　以上の所見より，正常な歯髄における，破骨細
胞形成抑制に OPG が必要ない事が示唆された．
歯髄組織に破骨細胞が存在しない理由として，破
骨細胞前駆細胞が血管から歯髄組織に遊走する頻
度が低いことが考えられた．一方，外部刺激後も，
OPG 欠損マウスの歯髄組織に破骨細胞は出現し
なかった．以上より，歯髄組織における OPG 以
外による破骨細胞分化の抑制機構の存在も示唆さ
れた．
